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一
及
び
二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
「
新
し
い
公
共
」
は
、
「
官
」
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
が
積
極
的
に
公
共
的
な
財
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
な
り
、
教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
介
護
や
福
祉
等
の
身
近
な
分
野
に
お
い
て
、
共
助
の
精

神
で
行
う
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
委
託
金
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
、
会
計
検
査

院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
「
国
が
直
接
又
は
間
接
に
補
助
金
、

奨
励
金
、
助
成
金
等
を
交
付
し
又
は
貸
付
金
、
損
失
補
償
等
の
財
政
援
助
を
与
え
て
い
る
も
の
」
、
同
項
第
七
号
に
規
定
す

る
国
の
「
工
事
そ
の
他
の
役
務
の
請
負
人
若
し
く
は
事
務
若
し
く
は
業
務
の
受
託
者
」
又
は
同
号
に
規
定
す
る
国
に
対
す
る

「
物
品
の
納
入
者
」
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
又
は
内
閣
の

一



請
求
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
会
計
の
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
会
計
検
査
院
は
、

こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
し
て
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
適
時
適
切
に
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
法

律
、
政
令
若
し
く
は
予
算
に
違
反
し
又
は
不
当
と
認
め
た
事
項
が
あ
る
場
合
等
に
は
決
算
検
査
報
告
に
掲
記
し
て
き
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

行
政
刷
新
会
議
が
実
施
し
て
い
る
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
は
、
支
出
先
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
含
ま
れ
る
事
業
も
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
公
益
法
人
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
回
の
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
行

政
刷
新
会
議
了
承
）
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
政
府
系
の
公
益
法
人
が
行
う
事
業
は
、
本
来
法
人
が
有
す
る
専
門
性
、
機

動
性
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
き
れ
ず
に
、
非
効
率
・
不
要
な
事
業
の
温
存
等
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
お
そ
れ
が
大
き
い

こ
と
等
か
ら
、
本
年
五
月
に
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


